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要旨: 我が国は，長時間労働やストレスにより多くの精神疾患患者や自殺者が発生しているにも関わらず，労働

生産性は先進7 カ国(G7)で最下位となっている．そのため，健康を維持したまま生産性を向上させるような働き

方改革が急務とされている．働き方改革においては，労働者の好調・不調の程度を示す「Work Attitude」(ストレ

スやワーク・エンゲイジメント，ワーカホリズムなど)に基づく健康管理は必須であり，日常的にWork Attitude
を計測することが求められている．一方で, 従来のWork Attitude の評価手法は，1 年に 1回程度のアンケートに

よるものであり，モニタリングに適したものではない．そこで, 本研究では，主観的アンケートに基づいて散発

的にのみ計測されていたWork Attitude を，マルチモーダル情報を用いて持続的に計測・記録する「Work Attitude 
PLR（Personal Life Record）収集基盤」を構築する．本稿では,提案するWork Attitude PLR 収集基盤の設計および

今後の研究実施計画について述べる. 
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Abstract: Japanese labor productivity is the lowest in the seven advanced countries(G7) despite the fact that many people are 
working such long hours with stress as to cause industrial accidents such as mental illness and suicide. Therefore, workstyle 
reforms that improve productivity while maintaining mental health are urgently needed. In the work style reform, health 
management based on "Work Attitude" such as stress, work engagement, and workaholism is essential, and it is advisable to 
measure daily Work Attitude in order to be able to detect the sign of the industrial accident quickly. However, the conventional 
Work Attitude measurement methods are based on a questionnaire once a year, and then they are not suitable for monitoring. 
Therefore, in this study, we develop Work Attitude PLR (Personal Life Record) Collection Infrastructure that continuously 
measures and records Work Attitude that used to be measured only sporadically based on subjective questionnaires, using 
multimodal information. In this paper, we will outline the system design of Work Attitude PLR collection infrastructure, and 
the future research plan. 
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1. はじめに 
現在，我が国では仕事や職業生活に関すること

で強いストレスを感じている労働者の割合がおよ

そ 60%に及んでいる[1]．また，精神障害・自殺の

労災補償請求件数が年々増加しており，精神に支

障をきたす労働者が増加傾向にある[2]．さらに，

その精神障害発症に影響を与えた業務の負荷要因

調査では，男女共通して恒常的な長時間労働が要

因として多く，精神に支障をきたす原因の多くが

長時間労働である[3]． 
長時間労働の問題が深刻であるにも関わらず，

労働生産性は先進 7 カ国(G7)で最下位となってお

り[4]，長時間労働のわりに労働生産性が低いのが

現状である．この問題の解決には，政府が推進し

ている働き方改革のように，精神的・身体的な健



 

康を維持したまま生産性を向上させることが急務

と考える． 
そのためには, 労働者自身が自分の働き方を客

観的に振り返ることが重要であると考える．労働

者自身が自分のストレス状態や，仕事に対してど

れだけやりがいを持って取り組めているかといっ

た情報を日常的に取得することによって，より効

率的な働き方の発見やワークスタイルの見直しに

つながると考える．したがって，労働者の精神衛

生の日常的なモニタリングを行い，労働者の好調・

不調の程度を示す「Work Attitude」を労働者自身が

取得することが必要であると考えられる． 
我が国における，既存の労働者の精神衛生をモ

ニタリングする方法として，職業性ストレス指標

を用いたアンケート[5]が挙げられる．これは労働

安全衛生法に基づいて，労働者数 50 人以上の全

ての事業場に対して実施が義務付けられている．

しかしながら実施頻度は 1 年に 1 回程度であり，

日常的なモニタリングとしては用いられていない．

また，多数の質問項目に答えなければいけないた

め，毎日の計測は負担が大きく，継続的なモニタ

リングには適していない． 
日常的なモニタリングを可能とするには，誰も

が所持していると考えられるスマートフォンの利

用が考えられる．スマートフォンの普及[6]に伴い，

モバイルデバイスを使用してユーザの精神状態を

監視し，セルフケアを促進することへの関心が高

まっている[7]．WHO のメンタルヘルスアクショ

ンプラン 2013–2020 [8]は、「たとえば、電子およ

びモバイルヘルステクノロジーの使用を通じたセ

ルフケアの促進」を推奨している．この流れを受

けて，本研究ではスマートフォンのみを用いて取

得できる，客観的なマルチモーダル情報から労働者

の精神状態を推定し，Work Attitude を持続的に計

測・記録する「Work Attitude PLR（Personal Life Record）
収集基盤」を構築する． 

 

2. 関連研究 
スマートデバイスを用いて心理尺度を推定しようと

する研究は，最近注目されている．雨森らは，スマー

トデバイスを用いた学生の QOL 簡易評価に関する研

究[9]を行っている．生体データや活動データを特徴量

とし、QOLの推定モデルを構築している． 
Natasha らは，スマートデバイスを用いた学生の幸福

さなどを予測する研究[10]を行っている．生体データ

や活動データを特徴量とし，健康・エネルギー・スト

レスなどの幸福さに関わるような５つの尺度を組み合

わせた複合的な心理尺度を推定するモデルを構築して

いる． 
Sano らは，ウェアラブルセンサとスマートフォンに

よるデータ収集とアンケートによるストレス，精神的

健康状態に関する調査を実施し，客観的データを使用

してアカデミックパフォーマンス（GPA）やピッツバ

ーグ睡眠指標（PSQI）の値を 67〜92%の分類精度の範

囲で推定している[11]． 
Boukhechpa,Mらは，スマートフォンによる自動客観

センサデータの収集と，アンケートによる社会的不安

およびうつ病の病状に関する調査を実施し，データと

心理的指標との間の多くの重要な相関関係を示してい

る[12]． 
Yusuke らは，スマートフォンのセンサーログとアプ

リケーション履歴データと不安を表す STAI スコアか

ら，日常生活における無意識の不安の変化を予測しよ

うと試み，74.2%の F 値を示す性能の推定モデルを構

築した[13]． 
これらの先行研究では，主観的評価である心理指標

を，ウェアラブルデバイスまたは，スマートフォンに

よって収集される客観的なデータから一定の水準で推

定することに成功している．しかしながら，スマート

ウォッチや特殊なウェアラブルデバイスなど，ユーザ

が特定のデバイスを所持している必要があるため，ユ

ーザの参加コストが高い． 
また，殆どの研究がストレスやうつ病などのネガテ

ィブな指標を対象としており，労働者の好調さをあら

わすポジティブな指標は対象とされていない．ストレ

スがあったとしても，仕事に対する意欲やリカバリー

が高い場合は問題ないことが指摘されており，「Work 
Attitude」を計測するためには，ポジティブ・ネガ

ティブ両面の指標を対象とする必要がある． 
我々は，労働者の所持率が高いスマートフォンのみ

を用いて，日常的にポジティブ・ネガティブ両面の

心理尺度を含んだ「Work Attitude」を推定することを

目的とする． 
 

3. 提案手法 
2 章で述べた目的を達成するために，本研究では，

労働者の好調・不調を日単位で記録するWork Attitude 
PLR 収集基盤を提案する． 

 

3.1. 提案システム 
図 1にWork Attitude PLR 収集基盤の構成を示す．シ

ステムは，データを収集するスマートフォンとそれを



 

蓄積・処理するサーバで構成される．スマートフォン

は，動画により顔の表情，声色，コメントが収録され

るとともに，一日の活動量など行動データを収集し，

サーバに送信する．サーバは，労働者のスマートフォ

ンからデータが送られてくると，特徴量抽出プログラ

ムによりデータ群から特徴量を抽出する．次に得られ

た特徴量を Work Attitude 推定モデルに入力すること

で，Work Attitude の推定値を出力する．推定モデルが

推定したWork Attitude は，PLR（パーソナルライフレ

コード）として表 1 のように日付と合わせてDB に記

録される．労働者は，スマートフォンによってデータ

群を送信することで，日々の仕事に関する好調・不調

度合いのライフレコードを記録できるようになる． 
Work Attitude 推定モデルは，労働者の好調・不調の

程度を表す複合尺度「Work Attitude 心理尺度」を開発

し，事前にデータ収集し，機械学習を用いて学習する

ことで構築する． 
 

 
図 1 Work Attitude PLR 収集基盤の構成 

 
表 1 収集される個人の PLR 

 
 

3.2. Work Attitude心理尺度 
労働者の精神衛生を評価するために様々な尺度が利

用されているが，その多くはいくつかの下位尺度を含

んだ単一の心理尺度である．また，これらの多くの尺

度は，年 1回の職業性ストレス指標のように，長期的

な間隔で心理尺度を評価するために開発されており，

項目数が多く，日常的な評価には適していない． 

一方で近年，日常的な心理尺度を評価することに着

目した研究がいくつか行われている．日常的に評価を

行う場合，項目数が多くなるほど，評価にかかる負担

が大きくなるため，少ない項目数で評価が行える尺度

が開発されている．本研究では，日常的に評価するこ

とを目的に開発された尺度を基に，複合的な尺度を評

価可能なWork Attitude 心理尺度を開発する． 
本研究では，表 2 に示した，ワーク・エンゲイジメ

ント，リカバリー経験，リカバリー状態，睡眠状態，

感情といった5 つの尺度を，Work Attitude 心理尺度の

パイロットスケールとする．これらの指標は，日常的

な評価が可能なものであり，ポジティブ・ネガティブ

両面の指標を含んでいる． 
ワーク・エンゲイジメントは，仕事に積極的に向か

い活力を得ている状態を評価する心理尺度である．本

研究では，活力，熱意，没頭という 3つの下位尺度を

持つユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント（UWES）
[14][15][16][17][18]について，3 項目で評価可能な

UWES-3[19]の日本語版を用いる．この尺度は，労働者

の労働生産性にも関わる重要な尺度である． 
リカバリー経験（Recovery Experience Measures）

[20][21]は，ストレス負荷により高まったストレスレベ

ルを回復するための活動が余暇に行えたかを評価する

尺度である．この尺度は，Psychological detachment（仕

事からの離脱性），Relaxation（リラクゼーション），

Mastery（仕事以外での挑戦），Control（余暇の制御）

という 4 つの下位尺度を評価する尺度である．各下位

尺度について 4 項目，合計 16 項目に回答する必要が

あるが，本研究では，複合的な尺度を開発するため，

各尺度に対して，因子負荷量が最も高い項目を 1 項目

ずつ抽出し，下位尺度として採用する．高ストレスレ

ベルの状態が慢性的に続くことで，精神障害を発症す

るリスクが高まること，また，開発者の Sonnentag ら

の実験[20][21]においても労働生産性への影響が確認

されていることから，リカバリーの経験は重要な尺度

と考える． 
リカバリー状態[22]は，仕事前（朝）における回復状

態を評価する尺度である．仕事の後から仕事に行く前，

すなわち余暇においての回復の結果を表している．仕

事前に，高度に回復できている状態は，身体的・心理

的リソースを，仕事に多く利用可能であることを表し

ている．逆に，回復が不十分な状態にあると，リソー

スが不足していること表している．リカバリー状態は，

全体的な回復，身体的な回復，精神的な回復，朝の活

力について， 4 項目で評価する尺度である．本研究で

は，全体的な回復，および，ワーク・エンゲイジメン



 

トと重複する活力の 2 項目を省き，個別の回復状態を

評価可能な，身体的な回復と精神的な回復の 2項目を

取り入れる．また，リカバリー状態は，朝の回復状態

を評価するものであり，これには，睡眠の質も関係し

ている[23]．そのため，後述するピッツバーグ睡眠質問

票[24]のうち，睡眠の質に関する質問を，回復状態の 1
項目として取り入れる． 
睡眠状態は，労働生産性と関係する[22]とともに，次

の日の回復状態に寄与する[23]とされている．本研究

では，ピッツバーグ睡眠質問票[24]のうち，睡眠時間に

直接関係する入床時刻，入眠時刻，起床時刻に関する

3 項目を取り入れた．  
感情（PANAS）は，20 項目の質問により，ポジティ

ブ感情 (Positive Affect)とネガティブ感情 (Negative 
Affect)の 2 つの下位尺度を評価する尺度である．ポジ

ティブ感情は，エネルギー，集中力，熱心さと正の関

連を示し，ネガティブ感情は，困惑，不快と正の闘連

を示している[25][26]．提案手法では，スマートフォン

を用いて感情を認識し，Work Attitude 心理尺度を推定

することを基本アイデアとしている．また，感情尺度

は，ワーク・エンゲイジメント，リカバリー経験，リ

カバリー状態とも関係していることが分かっている

[23][27]．本研究では，PANAS のうち，デイリー用に

アレンジした 12項目を取り入れる． 
 

表 2 Work Attitude 尺度に使用する心理尺度 

 

 
図 2規定要因と測定タイミング 

 

これらの尺度を用いて労働者の精神衛生をモニタリ

ングする．図 2に示す通り，ワーク・エンゲイジメン

トと仕事後の感情は，仕事が規定要因となると考えら

れるため，仕事後の夜（余暇）に測定を行う．リカバ

リー経験，リカバリー状態，睡眠状態および仕事前の

感情は余暇の過ごし方と睡眠が規定要因と考えられる

ため，仕事前の朝に測定を行う． 
 

3.3. スマートフォンによる活動量の収集 
スマートフォンを用いて，活動範囲・歩数といった

活動量データと，10 秒程度の労働者の自撮り動画デー

タの収集を行う．活動量データは先行研究で頻繁に用

いられており[28]，本研究においても，心理指標との相

関関係があると考える（職場滞在時間とワーク・エン

ゲイジメントなど）．これらは，スマートフォンの専

用アプリケーションによって自動的に収集する． 
自撮り動画に関しては，先行研究[29]において，音声

情報を用いてうつ病尺度を推定する研究が存在するが，

顔画像を基にWork Attitude関連尺度を評価する研究は

確認できていない．また，近年，顔画像から表情を認

識し，感情を推定する研究[30]が行われており，自撮り

動画を処理することで，撮影時における顔画像による

感情認識も行える． 
さらに，本研究では，自撮り動画の撮影時に，今の

気持ちを一言メッセージとして発言してもらう．これ

により，発話内容からも感情推定および特徴量の抽出

を行う．音声と顔画像を含んだマルチモーダルな情報

である動画データを収集し，音声から得られる特徴量，

顔画像から得られる特徴量，発話内容から得られる特

徴量を組み合わせて日常的な心理尺度を推定する手法

は，これまで行われておらず，音声だけでは明らかに

ならなかった心理尺度との相関関係が明らかになると

考える．  
 

3.4. 推定モデルの構築 
活動量データからは，活動範囲や職場滞在時間，一

日の総移動距離などといった特徴量を算出する．動画

からは，顔画像，音声，発話内容（テキスト）などか

ら感情の特徴量を抽出する．  
こうして得られた各特徴量と， Work Attitude 心理尺

度のアンケートによって得られた値を教師データとし

て，SVMやランダムフォレスト，ロジスティック回帰

といった機械学習アルゴリズムを用いて，Work 
Attitude を推定するモデルを構築する． 
 



 

4. データ収集実験 
図 3 に実験の流れを示す．被験者は，朝起きてから

仕事へ向かうまでに自撮り動画の撮影とアンケートの

回答を行い，ライフログデータの記録を開始する．仕

事から帰宅した後，就寝前に自撮り動画の撮影とアン

ケートの回答を行い，ライフログデータの記録を終了

する．撮影に際しては，「おはようございます」と「お

やすみなさい」を朝夜それぞれ収録し，ベースターム

とする．これにより同じタームに対する声質の違いを

比較可能とする．さらに，ベースタームの後に一言メ

ッセージ（ex．「今日はよく寝た．元気出していこう」

「まだ眠い．会社行きたくないな～」「今日はお客さ

んに褒められた．よく頑張った．」「課長に怒られた．

寝て忘れよう」など）を入力してもらう． 

   

 
図 3 データ収集実験の流れ 

 

5. おわりに 
本研究では，労働者の日常的な精神衛生情報を，ス

マートフォンを用いて収集可能にすることを目指し，

労働者の好調・不調を日単位で記録できる Work 
Attitude PLR 収集基盤の設計を行った．設計にあたり，

労働者の好調・不調の程度を表すための複合心理尺度

「Work Attitude 心理尺度」の開発と，スマートフォン

により収集するデータの検討を行った．加えて，分析

方法と実験方法に関して検討を行った． 
  今後は，検討した手法を用いて実際にデータを収集

し，Work Attitude 心理尺度の推定モデルの構築，Work 
Attitude PLR 収集基盤の実装を行う予定である． 
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